ファサードの立体的な構成に着目した伝統的町並みの特徴―ファサードの構成要素がもつ属性の共起関係ならびに遮蔽縁およびその背後から現れる構成要素に着目して― by 田中 佑奈
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 第 1 章では、両地区の伝統的町並みのファサードの構成要素の属性の特徴を把握するた
めに、ファサードの構成要素の属性の共起関係の分析を行う。分析対象は、祇園新橋地区














を比較することにより、「黄土色は祇園新橋では 1 階部分に使われるが、産寧坂地区では 2
階部分に使用される」という対照的な傾向もみられた。  
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視点から見た透視図のシークエンスとしてデータ化した。次に、詳細な現地調査にもとづ
き、CAD で両地区のファサードの忠実な 3 次元モデルを構築し、これらの 3 次元モデル
と視点の情報から、「遮蔽縁」を自動検出して透視図上に表示するプログラムを作成した。
これを用いて、本論文では、「遮蔽縁」の本数や見かけの長さと、「遮蔽要素」および「出













































































ることにより、「黄土色は祇園新橋では 1 階部分に使われるが、産寧坂地区では 2 階部分
に使用される」という対照的な傾向も指摘している。  





















 また、平成 31 年 1 月 16 日に行われた公聴会においては、多くの質疑やコメントを受け、
それに対して申請者は適切に答弁することができた。  
 以上の結果から、本論文は、博士後期課程の学位申請論文として、十分な価値があるも
のと認める。  
